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研究 

主題 

自主的・実践的によりよい集団を築こうとする学級づくりを目指して 

－課題の設定から振り返りまでの一連の活動における学習過程の充実を通して－ 

第２学年学級活動学習指導案 

指導月日 令和３年 10月 20 日 

所属校名 名取市立みどり台中学校 

氏名   畑中 麻衣子 

１ 題材名 「よりよい学級生活に向けて」 

２ 題材の目標 

(1) 学級の生活上の課題の改善に向けて取り組むことの意義を理解している。合意形成のための手順

や活動の方法を身に付けるとともに，実践するために必要な知識や行動の仕方を身に付ける。 

〔知識及び技能〕 

(2) 学級をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，多様な意見を生かして合

意形成を図り，日常生活の中で協働して実践することができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

(3) 見通しをもったり振り返ったりしながら，自主的に自己の役割や責任を果たそうとしている。学

級における人間関係をよりよく形成し，他者と協働して日常生活の向上を図ろうとする。 

「学びに向かう力，人間性等」 

３ 題材観 

 本題材は，中学校学習指導要領（平成 29 年告示）で示されている学級活動の３つの内容のうち「（１）

学級や学校の生活づくりへの参画」に該当し，その中の「ア 学級や学校における生活上の諸問題の解

決」の内容を受けて設定した。題材名の「よりよい学級生活」とは，安心・安全な環境の中で互いに絆

を育み，自発的に集団活動に関わりながら個人としても集団としても成長していくことを目指すもので

ある。 

中学校の２学年という時期は，中学校生活にも慣れ，学級や学校を客観的に見る余裕が出てくる時期

である。この時期に，自分たちの生活について振り返り，課題解決に向けて話し合い，取り組むことは

生徒たちの自主性と実践的な態度を育むことにつながると考え，本題材を設定した。Ⅰ期では，「中学校

学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別活動編 で例示された学習過程（例）」を参考に，学級の課

題の設定から振り返りまでの一連の活動を生徒達は体験した。Ⅱ期では，課題設定及び解決方法を更に

吟味し，実践力を高めていく。 

４ 生徒の実態（２年２組 男子 16 名 女子 18名） 

 和気あいあいとした雰囲気があり，グループや学級全体での活動にはお互いに声を掛けながら取り組

んでいる。生徒たちは，これまで自治的な取組の経験が少なく，集団の諸問題を見付け自分のこととし

て捉えるという姿勢があまり見られなかったが，授業実践Ⅰまでの活動を経て，積極的に意見を出し合

いながら，学級をよりよくしていこうという自主性と実践的な態度が育まれつつある。 

一方で，学級における生活をよりよくするための諸問題の発見や課題の設定及び解決方法については，

表面的なものになりがちであった。これまでの学級生活を踏まえ，よりよい学級とは，どのような状態

であるかを折に触れて考えさせ，より効果的で実行性のある取組を行わせたい。 
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５ 指導観 

生徒たちは，これまで自治的な活動の経験が少なかったことから，Ⅰ期は教師がある程度関与し，課

題の設定から振り返りまでの一連の活動をサイクルとして回し，成功体験を積み重ね，自己有用感や自

主的に取り組む意欲を高めることに主眼を置いた。また，学級生活の諸問題について自分たちの手で解

決する活動を考えさせ実行させるとともに，お互いに信頼し合いながら協働できるように学級の人間関

係づくりにも努めた。それにより，自分たちの学級の現状に目を向けるきっかけになるとともに，班で

取り組むことで互いに関わり合う機会にもなった。Ⅱ期では，Ⅰ期での経験を踏まえ，より自主的に生

徒たちが学級の現状から課題を設定し，解決方法を決定及び実践できるように指導する。 

中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別活動編 に特別活動の特質に応じた見方・考え方は

「集団や社会の形成者としての見方・考え方」であり，それを働かせるということは，「各教科等の見

方・考え方を総合的に働かせながら，自己及び集団や社会の問題を捉え，よりよい人間関係の形成，よ

りよい集団生活の構築や社会への参画及び自己の実現に向けた実践に結びつけることである」と示され

ている。生徒たちが大人になって生活していくに当たっても，この見方・考え方を働かせるよう，本題

材を通して育んでいきたい。 

 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 特別活動編で例示された学習過程（例）  

 

６ 研究主題との関連 

(1) 研究主題   自主的・実践的によりよい集団を築こうとする学級づくりを目指して 

－課題の設定から振り返りまでの一連の活動における学習過程の充実を通して－ 

(2) 研究主題との関連 

  中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 特別活動編 に「学級活動において育成を目指す資質・

能力は，『問題の発見・確認』，『解決方法等の話合い』，『解決方法の決定』，『決めたことの実践』，『振り

返り』といった学習過程の中で育まれる」とある。そこで，本研究ではⅠ期からⅡ期の授業実践を通し

て，課題の設定から振り返りまでの一連の活動における学習過程の充実を通して，自主的・実践的によ

りよい集団を築こうとする学級づくりを目指していきたいと考えた。そのような学級づくりを通して，

生徒一人一人の集団や社会の形成者としての見方・考え方を育んでいきたい。なお，本研究における「学

習過程の充実」とは，図１のサイクルが回を重ねるごとに深化していくことと捉える。例えば，生徒が

課題を見いだす視点が増えてきた，合意形成の過程で意見が異なっても課題解決という目標に向けて折
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り合いをつけ納得を得ながら進められるようになってきた，実践の中で仲間のよさを引き出し適切な役

割分担をしながら協働する姿が見られてきた，そして次の実践へと意欲を高めていく等と考える。 

 

７ 題材の指導と評価の計画 

(1) 題材の評価規準（内容のまとまりごとの評価規準） 

よりよい生活を築くための知

識・技能 

集団や社会の形成者としての思

考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係をより

よくしようとする態度 

学級の生活上の諸問題を話し合

って解決することや他者と協働

して取り組むことの意義を理解

している。 

合意形成のための手順や活動の

方法を身に付けている。 

合意形成したことを実践するた

めに必要な知識や行動の仕方を

身に付けている。 

学級をよりよくするための課題

を見いだしている。 

課題解決に向け，話し合い，多様

な意見を生かして合意形成を図

り，日常生活の中で協働して実

践している。 

学級における人間関係を形成

し，見通しを持ったり振り返っ

たりしながら，自主的に自己の

役割や責任を果たそうとしてい

る。 

他者と協働して日常生活の向上

を図ろうとする。 

 

(2) 題材の指導計画（一連の活動と評価） 

 活動内容 評価規準 

８月， 

９月 

「１学期を振り返り，課題の確認をしよ

う」 

夏休み前に話し合ったクラスの課題

を確認し，２学期の見通しを持とう。 

【主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度】 

学級における人間関係を形成し，見通しを持ったり振り

返ったりしながら，自主的に自己の役割や責任を果たそう

としている。 

他者と協働して日常生活の向上を図ろうとする。 

課題に挙がった「言葉」について考えよ

う。 

 

【集団や社会の形成者としての思考・判断・表現】 

学級をよりよくするための課題を見いだしている。 

課題解決に向け，話し合い，多様な意見を生かして合意

形成を図り，日常生活の中で協働して実践している。 

10 月 

(本時) 

「課題の設定及び解決に向けて話し合

おう」 

 「○○キャンペーン」を実施 

学級目標「全力安全」に焦点を絞り，

生徒達から挙がった「心が温まるクラス

にする」ということへの課題を出し合

い，解決策を班で話し合う。 

※学習指導要領解説で例示された図１の学習

過程「①問題の発見・確認」「②解決方法等の話

合い」「③解決方法の決定」 

【よりよい生活を築くための知識・技能】 

互いの意見や可能性を生かし合うことの意義を理解し，

話合い活動の仕方を身に付けている。 

【集団や社会の形成者としての思考・判断・表現】 

現在のクラスの課題を的確に捉え，よりよい学級づくり

に向けて話し合うことができる。 

 

10 月， 

11 月 

「班ごとに決めた活動を実践しよう」 

※学習指導要領解説で例示された図１の学習

過程「④決めたことの実践」 

 

 

【主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度】 

学級における人間関係を形成し，見通しを持ったり振り

返ったりしながら，自主的に自己の役割や責任を果たそう

としている。 

他者と協働して日常生活の向上を図ろうとする。 
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「活動の振り返りをしよう」（実践の結

果を検証，新たな課題の発見） 

※学習指導要領解説で例示された図１の学習

過程「⑤振り返り」→「①問題の発見・確認」

「②解決方法等の話合い」「③解決方法の決定」 

【集団や社会の形成者としての思考・判断・表現】 

学級をよりよくするための課題を見いだしている。 

課題解決に向け，話し合い，多様な意見を生かして合意

形成を図り，日常生活の中で協働して実践している。 

１２月 

 

「２学期の振り返り」（２学期全体の活

動の振り返り，新たな課題の発見） 

※学習指導要領解説で例示された図１の学習

過程「⑤振り返り」 

【集団や社会の形成者としての思考・判断・表現】 

学級をよりよくするための課題を見いだしている。 

課題解決に向け，話し合い，多様な意見を生かして合意

形成を図り，日常生活の中で協働して実践している。 

  

８ 本時の計画 

(1) 本時の目標 

① 互いの意見や可能性を生かし合うことの意義を理解し，話合い活動の仕方を身に付けている。 

② 現在のクラスの課題を的確に捉え，よりよい学級づくりに向けて話し合うことができる。 

(2) 本時の指導に当たって 

以下の手立てを講じて，本時の指導に当たる。 

＜事前の手立て＞ 

コミュニケーションについてのアクティビティ実践 

学級全体や生活班で話し合う際に，話合いのスキルも大切だが，根底には生徒同士や生徒と教師の人

間関係が土台となる。コミュニケーションアクティビティ等を実施し，人との関わりについて体験的に

学ぶ機会を設け，よりよい人間関係を築いていこうという態度を育む。 

「エンブレム」というアクティビティ：自分の事を伝えたり，相手の事を聞いたりする活動。コミュニ  

ケーションにはどんな工夫が必要なのか体験を通して学ぶ。 

＜本時の手立て＞  

① 現状把握の工夫 

事前に生徒に「心が温まるクラス」についてアンケートを取り，キーワードを提示する。そのキー  

ワードを基に「心が温まるクラス」にしていくために必要な活動を話し合う。 

② 活動の可視化の工夫 

活動の目的や具体的な内容を記入したワークシートを班で１つ作成する。帰りの会で振り返りを

し，そのワークシートに進捗状況等を記入していく。ワークシートは活動期間中，教室に掲示し，他

の班も共有できるようにする。 

③ これまでの活動の振り返りの工夫 

①，②を効率よく，効果的に行うために，これまでの学級のあゆみを写真で提示し，学級の変容を

実感させ，新たな活動への意欲を高める。 

 

(3) 指導過程 

段

階 
学習活動 指導上の留意点 評価 

導

入 

１ これまでの学級のあゆみを

振り返る。 

・学級のこれまでの様子を写真

で振り返る。 

 

２ アンケートの結果を見る。 

 

・行事への取組や学活で実践し

てきたことを，写真を用いな

がら具体的に取り上げる。 
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・「心が温まるクラス」をどう捉

えているのか共有する。 

・学級の課題について共通理解

が図れるように，ＡＩテキスト

マイニングを用いてキーワー

ドを提示する。 

展

開 

３ 本時の議題を把握する。 

 

 

４ 班で話し合う。 

◆予想される生徒の反応 

・毎日班の人全員と挨拶をする。他

の班の人にも実践してもらう。 

・クラスメイトの良いところや良い

行動を見つける。班で共有する。 

・良いことをしていた人や頑張って 

いた人を帰りの会で発表する。 

・ポスターを作成して掲示し，朝の

会で呼び掛けをする。 

 

５ 学級全体で共有する。 

・各班での話合いの内容を発表

する。 

 

 

 

 

 

・教師は各班の様子を観察し，必

要に応じて話合いの方向性等

を確認する。 

・意見が抽象的であるなど，曖昧

な場合は，具体例を挙げさせ

て学級全体でイメージを共有

する。 

 

 

 

 

・学級委員が調整役となり，発表

を進めていく。教師は学級の

様子を観察し，必要に応じて

助言等を行う。 

 

 

 

 

 

【発言，観察，ワークシート】 

互いの意見や可能性を生か

し合うことの意義を理解し，

話合い活動の仕方を身に付

けている。 

【発言，観察，ワークシート】 

現在のクラスの課題を的確

に捉え，よりよい学級づくり

に向けて話し合うことがで

きている。 

終

結 

６ 話合い活動の振り返り 

・自己評価カードに記入する。 

  

 

(4) 本時の評価 

① 互いの意見や可能性を生かし合うことの意義を理解し，話合い活動の仕方を身に付けている。    

【発言，観察，ワークシート】 

② 現在のクラスの課題を的確に捉え，よりよい学級づくりに向けて話し合うことができている。 

【発言，観察，ワークシート】 

(5) 準備物 

  教師：学級の様子を振り返るスライド，ワークシート，自己評価カード 

  生徒：筆記用具，学活ファイル 

(6) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題：「心が温まるクラス」に向けてどんな活動ができるか話し合おう。 

「
心
が
温
ま
る
ク
ラ
ス
」
に
向
け
て 

          

５班 

６班 

３班 

４班 

１班 

２班 
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